	紙芝居型セミナー制作９ステップ


１．これから制作する紙芝居型セミナーで一番伝えたいことは何ですか？
	


２．よくある３つの型に分類してみる
（大まかな分類であり重なることもあります。主に，クライマックスに違いが出ます。）
	　①誤解型
法律を誤解している事例の紹介など
（クライマックスは誤解が判明するシーンなど）
　②ビフォア・アフター型
　　　クライアントがアドバイス・コンサルティングを受ける前後で，
成果が出るように変化した事例の紹介など。
　　　　（クライマックスは，アフターになれた状況など）
　
③時系列型
　　　事件・裁判事例の紹介など。

　　　　（クライマックスは，時系列の最終シーンになります）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


３．クライマックスは，どのような場面にしたいですか？
例
　①法律の誤解によって不利益が発生した場面（裁判で敗訴した場面）など

　②アフターの状態になれた場面（目標を達成した場面）など。

　③時系列の中で，終盤の，象徴的・印象的な場面など

	


４．クライマックスに至る前までに，必須の場面はどんな場面ですか？すべて挙げてください
　　（感情移入してもらうための肉付けを含みます。
方法：人物設定詳細化，共感・反感エピソード，結論の真逆を伏線化しておく等）
	


５．台本全体のストーリーを①ナレーション場面と②登場人物の会話場面に分けてください。
	①ナレーション場面
②登場人物の会話場面



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇓
６．以上を前提に，最初から最後まで台本全体のストーリーを完成させてください。
　　　⇒台本の見本参照
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇓
　
７．以上の台本について，使用するイラストを決定してください。イラストにテロップも必要であれば加えてください（特に，冒頭の人物紹介など）。また，文字だけのスライドを挿入することも効果的です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇓
８．スライドを流しながら実際に練習をしたうえで，加筆修正を行ってブラッシュアップしてください。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇓
９．台本に，スライド切り替えのタイミングを示す記号を入れてください。
